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吉川 豊

印
刷
部
数
10
万
7
7
0
0
部

2
0
2
3
年
度
東
京
土
建
一

般
労
働
組
合
本
部
役
員
選
挙
に

つ
い
て
左
記
の
と
お
り
告
示
し

ま
す
。

2
0
2
3
年
2
月
1
日

第
76
回
定
期
大
会

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

木
村

雅
一

一
、
本
部
役
員
定
数

役
員
定
数
は
2
月
1
日
の
第

11
回
中
央
執
行
委
員
会
で
以
下

の
と
お
り
確
認
し
ま
し
た
。

①
中
央
執
行
委
員
長
（
非
専

従
）
1
人
（
現
行
通
り
）

②
中
央
副
執
行
委
員
長
（
非

専
従
）
6
人
（
現
行
通
り
）

③
書
記
長（
専
従
）1
人（
現

行
通
り
）

④
書
記
次
長
（
専
従
）
5
人

（
現
行
通
り
）

⑤
常
任
中
央
執
行
委
員
19
人

（
以
下
の
非
専
従
・
専
従
の
合

計
数
）

非
専
従
常
任
中
央
執
行
委
員

10
人
（
現
行
通
り
）

専
従
常
任
中
央
執
行
委
員
9

人
（
現
行
通
り
、
人
事
選
考
委

員
会
の
推
せ
ん
に
よ
る
）

⑥
中
央
執
行
委
員
45
人
（
現

行
通
り
）
（
各
支
部
か
ら
非
専

従
1
人
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
書

記
1
人
）

⑦
会
計
監
査
（
非
専
従
）
3

人
（
現
行
通
り
）

※
な
お
、常
任
執
行
委
員
待
遇
、

中
央
執
行
委
員
待
遇
、
特
別
中

央
執
行
委
員
の
選
出
は
中
央
執

行
委
員
会
で
任
命
さ
れ
ま
す
。

二
、
立
候
補
受
付

選
挙
管
理
委
員
会
を
左
記
の

日
程
と
会
場
に
定
め
て
立
候
補

を
受
付
け
ま
す
。

①
受
付
期
間

2
0
2
3
年

3
月
1
日
（
水
）
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
2
時

②
受
付
会
場

け
ん
せ
つ
プ

ラ
ザ
東
京
（
2
階

応
接
室
）

③
受
付
方
法

立
候
補
は
1

人
1
役
職
、
選
挙
管
理
委
員
会

が
定
め
た
立
候
補
届
出
用
紙
に

て
必
要
事
項
を
記
入
し
署
名
の

上
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け

出
ま
す
。
立
候
補
す
る
役
職
の

変
更
は
受
付
期
間
中
と
し
ま

す
。④

立
候
補
者
一
覧

受
付
終

了
後
、
立
候
補
届
に
も
と
づ
き

立
候
補
者
一
覧
を
発
行
し
、
各

支
部
書
記
局
宛
に
送
り
ま
す
。

立
候
補
一
覧
の
記
載
順
序
は
各

役
職
の
受
付
順
と
し
ま
す
。
但

し
、
中
央
執
行
委
員
は
支
部
順

と
し
ま
す
。

三
、
選
挙

役
員
選
挙
は
役
職
ご
と
に
第

76
回
定
期
大
会
（
3
月
19
日
）

で
行
な
い
、
選
挙
の
時
間
は
選

挙
管
理
委
員
会
が
大
会
運
営
委

員
会
と
協
議
し
て
定
め
ま
す
。

四
、
選
挙
人

選
挙
人
は
資
格
審
査
を
経
た

第
76
回
定
期
大
会
を
構
成
す
る

代
議
員
で
す
。
た
だ
し
、
投
票

時
間
中
に
出
席
し
て
い
な
い
選

挙
人
は
投
票
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

1
〜
3
月
は
東
京
土
建
へ
の
関
心
が
高
ま
る
時
期
で
す
。
こ
の
期

間
で
、
1
月
現
勢
の
2
・
5
％
の
新
し
い
仲
間
を
迎
え
入
れ
よ
う
と

春
一
番
拡
大
が
各
支
部
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
板
橋
・
書
記
・
森
千
恵
子
通

信
員
】
「
仲
間
の
要
求
実
現
の
た

め
、
組
織
を
大
き
く
し
、
組
合
活

動
を
進
め
て
い
こ
う
」
と
の
意
思

統
一
の
下
、
支
部
大
会
に
向
け
て

春
一
番
拡
大
行
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
新
年
第
1
回
目
の
統
一
行
動

と
し
て
、
2
月
8
日
に
全
分
会
で

一
斉
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

板
橋
支
部
で
は
「
対
象
者
紹
介

の
行
動
」
で
は
な
く
、「
仲
間
と
つ

な
が
る
訪
問
行
動
」
と
し
て
位
置

づ
け
、
仕
事
や
く
ら
し
の
こ
と
で

一
人
で
悩
む
仲
間
を
減
ら
そ
う

と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
歩
み
を
止
め

ず
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
あ
い
に

く
の
天
気
の
中
で
し
た
が
、
恒
例

の
た
ま
ご
と
メ
リ
ッ
ト
袋
を
持
っ

て
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

メ
リ
ッ
ト
袋
は
、
健
康
診
断
や

資
格
講
習
会
な
ど
、
時
々
の
ホ
ッ

ト
な
お
知
ら
せ
を
セ
ッ
ト
に
し
て

配
る
訪
問
グ
ッ
ズ
で
、
そ
の
都
度

更
新
さ
れ
る
の
で
、
た
ま
ご
同
様

「
消
費
期
限
」
が
あ
り
ま
す
。
訪

問
の
際
の
話
題
づ
く
り
に
大
い
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
訪
問
は
、
2
月
末
ま
で

限
定
で
板
橋
区
独
自
で
実
施
さ
れ

て
い
る
、
「
板
橋
区
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰
対
策
設
備
更
新
助
成

金
」
の
お
知
ら
せ
や
分
会
総
会
の

お
誘
い
な
ど
が
中
心
の
話
題
で

す
。
志
村
坂
上
分
会
で
は
、
女
性

の
会
も
参
加
し
和
や
か
な
訪
問
行

動
と
な
り
ま
し
た
。

舟
渡
高
島
分
会
で
は
、
当
日
の

打
ち
合
わ
せ
で
急
き
ょ
2
日
連
続

行
動
が
意
思
統
一
さ
れ
、
ス
タ
ー

ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
か
け
て
い
ま
す
。

組
織
強
化
と
実
増
め
ざ
し
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
西
多
摩
・
書
記
・
市
川
耕
平

記
】
春
の
拡
大
月
間
も
見
据
え
、

西
多
摩
支
部
は
、
地
域
宣
伝
と
訪

問
活
動
を
強
化
・
具
体
化
し
、
税

金
申
告
や
労
働
保
険
の
年
度
更
新

な
ど
の
相
談
業
務
の
中
で
仲
間
と

対
話
・
情
報
交
換
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
山
梨
分
会
は
、
い
ち
早
く

春
一
番
拡
大
の
分
会
目
標
5
人
を

達
成
し
ま
し
た
。

伏
線
は
１
年
前
と

半
年
前
に
あ
り

山
梨
分
会
は
、
分
会
独
自
で
統

一
行
動
日
を
設
定
、
組
合
員
か
ら

の
紹
介
で
5
人
の
新
し
い
仲
間
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
一
人
は
1
年
前
の

「
不
払
い
で
困
っ
て
い
る
仲
間
が

い
る
」
と
の
相
談
が
き
っ
か
け
。

時
間
は
か
か
っ
た
も
の
の
何
と
か

元
請
交
渉
で
そ
れ
を
解
決
、
相
談

者
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
「
東
京

土
建
に
入
り
た
い
と
言
っ
て
い
る

人
が
」
と
未
加
入
者
を
紹
介
さ
れ

加
入
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
も
う
一
人
は
、
半
年
前

の
「
商
工
会
で
労
災
加
入
し
て
い

る
が
、
用
紙
を
自
分
で
書
い
て
出

せ
と
言
わ
れ
て
困
っ
て
い
る
」
と

の
連
絡
が
き
っ
か
け
。
組
合
が
5

号
・
8
号
用
紙
の
記
入
を
手
伝
い
、

ぶ
じ
労
災
適
用
に
。
や
は
り
頼
れ

る
の
は
東
京
土
建
と
、
仲
間
を
紹

介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

誰
も
が
安
定
し
た
仕
事
と
生
活

を
享
受
で
き
る
よ
う
、
仲
間
が
団

結
す
る
組
織
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
す
。

■
雪
の
降
る
な

か
、
五
日
市
憲
法

草
案
に
触
れ
よ
う

と
、
あ
き
る
野
市

役
所
の
五
日
市
出

張
所
と
郷
土
館
を
訪
れ
た
。
戦

後
、
1
9
6
8
年
に
こ
の
地
で

発
見
さ
れ
た
五
日
市
憲
法
草
案

は
、
民
間
有
志
に
よ
る
私
案
の

憲
法
な
の
だ
が
、
特
に
基
本
的

人
権
の
保
障
に
つ
い
て
、
現
在

の
「
日
本
国
憲
法
」
と
比
較
し

て
も
引
け
を
取
ら
な
い
内
容
で

あ
る
こ
と
が
特
徴
だ
。

■
例
え
ば
第
45
条
。
「
日
本

国
民
は
各
自
の
権
利
自
由
を
達

す
べ
し
、
他
よ
り
妨
害
す
べ
か

ら
ず
、
か
つ
国
法
之
を
保
護
す

べ
し
」
。
こ
れ
は
現
行
憲
法
の

基
本
的
人
権
や
自
由
及
び
権
利

の
規
定
に
該
当
す
る
。
こ
の
草

案
が
作
ら
れ
た
の
が
1
8
8
1

年
（
明
治
14
年
）
。
国
民
が
臣

民
と
さ
れ
た
1
8
9
0
年
施
行

の
明
治
憲
法
の
約
10
年
前
な
の

だ
か
ら
、
驚
く
。

■
当
時
、
五
日
市
は
炭
や
材

木
を
い
か
だ
で
江
戸
に
出
荷
し

て
、
街
は
大
い
に
発
展
し
た
。

同
時
に
、
知
識
や
文
化
も
持
ち

込
ま
れ
た
。
経
済
的
な
ゆ
と
り

と
共
に
、
青
年
た
ち
を
中
心
に

グ
ル
ー
プ
が
作
ら
れ
、
図
書
を

買
っ
て
学
習
し
た
り
、
討
論
会

を
開
く
な
ど
活
発
な
活
動
が
行

な
わ
れ
た
と
い
う
。

■
広
い
視
野
で
新
し
い
発
想

を
得
る
に
は
、
平
和
と
安
定
が

基
本
と
な
る
だ
ろ
う
。
明
日
の

く
ら
し
に
追
わ
れ
、
生
命
の
危

機
と
あ
お
ら
れ
る
な
か
で
は
、

長
期
的
な
視
点
は
生
ま
れ
な

い
。
近
代
日
本
の
黎
明
期
の
ド

ラ
マ
に
触
れ
、
今
こ
そ
現
行
憲

法
を
守
り
、
生
か
さ
ね
ば
と
の

思
い
を
新
た
に
し
た
。

全
分
会
、一
斉
に
統
一
行
動

板橋

区
独
自
の
新
助
成
金
を
話
題
に

山梨分会が春一達成
税相談でも対話すすめる

雨の中、今年最初の統一行動。
志村坂上分会の仲間たち

西
多
摩

２
０
２
３
年
度
本
部
役
員
選
挙
告
示

２
０
２
３
年
度
本
部
役
員
選
挙
告
示

確
定
申
告
始
ま
る

相
談
は
組
合
へ

申
告
納
税
制
度
は
、
憲
法
に
定

め
ら
れ
た
国
民
の
権
利
で
す
。
今

年
の
ポ
イ
ン
ト
と
共
に
、
政
府
が

も
く
ろ
む
「
自
主
申
告
運
動
を
弾

圧
す
る
企
み
と
狙
い
」に
つ
い
て
、

談
話
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
関
連
記
事
3
面
）

相談業務でも拡大を呼びかける


